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あり､またゼロ磁場下での 6.4K における転移である｡[8-9]我々の弾性定数の結果は Cllと
(Cl-C12)/2の温度変化において 30K近傍から僅かなソフト化が観測され 6.4Kで転移に伴



















尚､本研究は菅原仁 (都立大理)､松田達磨 (都立大理)､佐藤英行 (都立大理)､山口隆
(新潟大院自然)､間広文 (新潟大院自然)､根本祐一 (新潟大院自然)､後藤輝孝 (新潟大院自
然)､関根ちひろ (室蘭工大工)､城谷-氏 (室蘭工大工)との共同研究である｡
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